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１、地域支援拠点とは

障害者の高齢化、重度化や「親亡き後」を見据え、障害児者の地域生
活支援を推進する観点から、障害児者が住み慣れた地域で安心して暮ら
していけるよう様々な支援を切れ目なく提供できる仕組みを構築するた
め、地域支援のための拠点の整備や、地域の事業者が機能を分担して面
的な支援を行う体制等の整備を積極的に推進していくことを目的に障害
者の生活を地域全体で支えるサービス提供体制の構築を図るもの。

自治体は地域課題にあった拠点の整備を行う

※栃木県障害福祉計画より地域生活支援拠点の体制を整備。



２、地域生活支援拠点の整備概要 ①

◆整備類系
（1）多機能拠点型
グループホームや障害者支援施設あるいは基幹相談支援センター等に
機能を集約する。
【運営主体】施設等を運営する法人等

（2）面的整備型
建物としての拠点は置かず、既存の障害福祉サービス事業所等の関係
機関が連携して支援する。
【運営主体】中心的機能を有する施設等を運営する法人等もしく
は関係施設等を運営する複数の法人等









２、地域生活支援拠点の整備概要 ②

必要な機能 機能を満たすためのサービスに考え方（例）

①緊急時の受け入れ対応 短期入所等における緊急受入や医療機関への連絡体制が確保されていること。原則として
365日対応であること。常時、グループホームやアパートなどの空き部屋が確保されているこ
と。

②相談支援機能 コーディネーターや支援員などにより、24時間支援体制が確保されていること。地域移行、地
域定着を中心とした相談支援を行う体制が確保されていること。

③体験の機会、場の提供 体験型入所を行うグループホームや自立した生活に向け訓練する場が確保されていること。

④専門性の確保 福祉職員に対する各種研修が実施されていること。強度行動障がいや医療的ケアが必要な
者等への対応が可能な事業所が確保されていること。

⑤地域の体制づくり コーディネーターが配置されていること。サービス利用調整を行う職員が配置されていること。

⑥その他 定期的に協議会等で圏域内の課題や状況等を情報共有していること。

◆拠点等の機能
各地域でどのような機能（地域課題）が必要か検討し、その機能を有することで足りる。



◆整備の指定（認定）
自立支援協議会もしくは市町村において、整備に係る共通認識が図

られることにより、整備が完了したものとみなす。国や県への報告は不要。

◆整備後の運営
拠点等を運営することに対し、新たな報酬が得られるものではない。

各施設等が提供した障害福祉サービスに支払われる介護給付費等によ
り、社会福祉法人等が運営を行う。

２、地域生活支援拠点の整備概要 ③



３、本市における整備

◆自立支援協議会の活用
地域課題に沿った拠点を整備する必要があり、本市自立支援協議会

が主となり、地域課題の吸い上げを行う。

◆多機能型支援拠点の整備
野木町に本部を置く社会福祉法人パステル（以下、パステル）から、

平成２９年４月に市内乙女において多機能型事業所ＣＳＷおとめ（Ｃ
ＳＷ＝コミュニティー・ソーシャル・ワーク）を開所するにあたり、
地域生活支援拠点の指定を受けたいとの申し出があり、本市では面的
な拠点より多機能型支援拠点を検討していたため、パステルを拠点と

した整備を平成30年5月より契約締結し、運用を開始した。





補足資料 小山市自立支援協議会について

◆自立支援協議会とは
障害の有無に関わらず誰もが暮らしやすい地域づくり目指して、地

域の様々な立場の人たちが地域の課題を共有するとともに、解決に向
けて協議する場

◆構成委員
指定相談支援事業者、指定障害福祉サービス事業者、保健・医療関

係者、教育・雇用関係者、障がい者関係団体、障がい者等及びその家
族、学識経験者、事務局（小山市福祉総務課障がい支援係）

◆協議会年間開催予定数
年６回開催予定
その他、専門部会等（下部組織）を構築し、各部会が独自に会議等
を行う。


